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本日のご説明内容

１．Edgecrossとは

２．マネジメントシェルご紹介

３．ライン管理への活用事例

４．KPIとCPS活用事例

５．まとめ
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１．Edgecrossとは
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企業・産業の枠を超え、エッジコンピューティング領域を軸とした新たな付加価値創出を目指す

グローバルでの IoT化や、日本政府が提唱している「Society 5.0 」と
Society 5.0 につながる「Connected industries 」の活動に寄与

Edgecrossコンソーシアムの概要

【 主な活動 】

FAとITを協調させる日本発のエッジコンピューティング領域の

ソフトウェアプラットフォーム ｢Edgecross｣ の仕様策定・普及推進

① Edgecross の普及（プロモーションと販売）
② Edgecross の仕様策定
③ Edgecross 対応製品の認証
④ マーケットプレイスの運営等による会員各社の販売支援
⑤ 部会活動等の企業間の協力と協働の場の提供
⑥ 学術機関（大学・研究所）、関係団体との連携

【 幹事会社 】
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コンソーシアム会員企業 （一部抜粋 ※2019年10月末日時点）

ソフトウェアメーカ、工作機械メーカ、産業PCメーカ、機器メーカ、
システムインテグレータ、エンドユーザ、商社など幅広くご登録300社以上参加企業・団体

投影のみ
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Edgecrossコンソーシアム組織

組 織

顧 問 東京大学名誉教授 工学博士 木村 文彦 氏

テクニカル部会

Edgecross の仕様策定、
認定試験仕様策定

など

マーケティング部会

各種プロモーション
（展示会・セミナー・その他広告宣伝）の

企画・立案・運営 など

顧 問

講演などの普及促進
活動の支援、

コンソーシアムへの助言
など

事務局

コンソーシアム運営、
認定試験運営、

マーケットプレイス運
営
など

幹事会

｢Edgecross｣ 仕様の承認、
コンソーシアム運営方針/施策の承認、

顧問・部会長の選任/解任、
部会の設置/解散、規則の作成/変更

など

代表理事
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Edgecrossはオープンなプラットフォーム

№ オープン性 概要

1 システム構成
要求性能やコストにより、一般のパソコンから産業用PCまで自由に選べ、目的に応じた最適なシス

テムを構築可能。

2 対象FAシステム
データコレクタにより、FA現場に存在する様々なベンダーの機器・装置を対象としてアクセス可能。

また、過去から使用している既存の設備にも対応可能。

3 仕様策定
仕様を各社の集まるWGで協議して策定するため、オープン性/透明性を確保。

外部団体との連携も実施。

4 システム開発
Edgecross開発用キットにより、自由にアプリケーション、データコレクタを開発可能。認証も有

り、安心して使用可能。

5 会員参加 コンソーシアムホームページより様々な企業が入会可能。会員区分で費用なども平準化。

6 製品利用
ID登録さえ行えばHP上のマーケットプレイスから、どなたでもソフトウエアの購入が可能。会員製

品は、既存の会員商流でも購入可能。
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基本ソフトウェア
エッジコンピューティングの基本機能を提供する
プラットフォームソフトウェア

エッジアプリケーション
生産現場のデータ活用のための様々な処理を
実行するソフトウェア

ITゲートウェイ
生産現場のデータをITシステムに連携する
ソフトウェアコンポーネント

1

2

3

Edgecrossを使う

1

5

2

４

6

Edgecross の構成要素

7

データコレクタ
各種ネットワークを介し、生産現場のデータを
収集するソフトウェアコンポーネント

４

3

ECCが開発・販売

会員が開発・販売

会員が開発・販売

会員が開発・販売

Edgecross基本ソフトウェアと対応製品を組み合わせてシステムを構築
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DDK（Data collector Development Kit）

各種データコレクタを開発するための開発キット

SDK（Software Development Kit）

エッジアプリケーションを開発するための開発キット

5

Edgecross対応製品を開発

Edgecross の構成要素

6

ECCが開発・販売
会員（レギュラー以上）のみ購入可

GDK（Gateway Development Kit）

ITゲートウェイを開発するための開発キット

7
1

5

2

４

6

7

3

対応製品を開発するための開発キットを提供
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Edgecross基本ソフトウェア

◼ Edgecrossのプラットフォーム本体

◼ FA側、IT側にそれぞれI/Fを持つ

◼リアルタイムデータ処理、データモデル管理の２つの機能を
備える

◼エッジアプリケーション／ITシステム、データコレクタを組み合
わせて使用

◼Windows PCで動作（専用H/W不要）

ＦＡとＩＴを協調させるオープンな日本発のエッジコンピューティング領域のソフトウェアプラットフォーム
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Edgecross基本ソフトウェア～リアルタイムデータ処理

◼生産現場のデータを定周期(1ms～)で取集し、時系列
データ化

◼ IT側で扱いやすい形にデータを加工可能
（切り出し、スケーリングなど）

◼時系列データをIT側で扱いやすいI/Fでデータを連携
（CSV、DB、MQTT、C言語API）

◼ IT側の分析結果を受け取り、その結果を元に生産現場へ
フィードバックが可能

生産現場から連続発生するリアルタイムデータを
エッジアプリケーション・ITシステムに最適な形式、タイミングで配信
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Edgecross基本ソフトウェア～データモデル管理

◼生産現場のデータを抽象化
例）D100：100 → 電流：100

※”D100”を”電流”に抽象化

◼抽象化したデータを階層化して管理

◼抽象化したデータをIT側で扱いやすいI/Fでデータを読み込
み、書き込み可能（OPC UA、C言語API）

生産現場の機器・装置・ラインを抽象化し、階層的に管理
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インタフェース（I/F）

◼エッジアプリケーションI/F

◼ ITゲートウェイI/F

◼データコレクタI/F

I/F名 使用する機能 テクノロジ

データアクセスI/F データモデル管理 OPC UA

モデルアクセスI/F

リアルタイムデータ配信I/F リアルタイムデータ処理 MQTT

リアルタイムデータ診断I/F MQTT、CSV

ヒストリカルデータアクセスI/F CSV、DB

I/F名 使用する機能 テクノロジ

データアクセスI/F-G データモデル管理 C言語API
(UIはC#)モデルアクセスI/F-G

リアルタイムデータ配信I/F-G リアルタイムデータ処理

ヒストリカルファイルアクセスI/F

I/F名 使用する機能 テクノロジ

データコレクタI/F データモデル管理
リアルタイムデータ処理

C言語API
(UIはC＃)

インタフェースを使用して自由にデータのやりとりができる
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エッジアプリケーション

◼ I/Fを通じて基本ソフトウェアから生産現場のデータを受け
取り、データの監視、分析などが可能

◼ I/Fを通じて基本ソフトウェア経由で生産現場にデータの書
き込み、分析結果のフィードバックが可能

◼開発キットで簡単に開発可能

◼ ECC会員が開発、販売しているエッジアプリケーションを購
入して使用可能

◼販売前にECCで認定試験(I/F適合試験)を実施

様々なエッジアプリケーションを選択可能
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ITゲートウェイ

クラウドやオンプレミスサーバ上のITシステムとの連携が容易

◼ I/Fを通じて基本ソフトウェアから生産現場のデータを受け
取り、任意のテクノロジ（プロトコル）でデータをITシステム
に連携可能

◼開発キットで簡単に開発可能

◼ ECC会員が開発、販売しているITゲートウェイを購入して使
用可能

◼販売前にECCで認定試験(I/F適合試験)を実施



16
© Edgecross Consortium

データコレクタ

◼生産現場のデータを各ネットワーク規格に沿ってデータを収
取

◼収集したデータをI/Fを通じて共通のフォーマットで基本ソフ
トウェアにデータを渡す

◼ I/Fを通じて基本ソフトウェアからデータを受け取り、生産現
場にフィードバック可能

◼開発キットで簡単に開発可能

◼ ECC会員が開発、販売しているデータコレクタを購入して使
用可能

◼販売前にECCで認定試験(I/F適合試験)を実施

生産現場のあらゆるデータを収集
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２．マネジメントシェルご紹介
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Edgecross基本ソフトウェア～データモデル管理

◼生産現場のデータを抽象化
例）D100：100 → 電流：100

※”D100”を”電流”に抽象化

◼抽象化したデータを階層化して管理

◼抽象化したデータをIT側で扱いやすいI/Fでデータを読み込
み、書き込み可能（OPC UA、C言語API）

生産現場の機器・装置・ラインを抽象化し、階層的に管理
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マネジメントシェルの有する機能

• マネジメントシェルは、OPC UAのAPIを具備する

機能 内容

アクセス先機器設定機能 マネジメントシェルエクスプローラを使用して，使用するデー
タコレクタの選択，アクセス先機器の設定を行う機能。

コンポーネントツリー編集機能 マネジメントシェルエクスプローラを使用して，コンポーネン
トの編集またはコンポーネントの階層構造の変更を行う機能。

リソース一覧編集機能 マネジメントシェルエクスプローラを使用して，コンポーネン
トが管理するリソース(データタグリソースまたはファイルリ
ソース)を編集する機能。

OPC UA接続機能 マネジメントシェルがOPC UAサーバとして動作し，OPC UAクラ
イアントであるエッジアプリケーションに対してモデルアクセ
スI/F，データアクセスI/Fを提供する機能。

ゲートウェイ連携機能 ゲートウェイからのデータモデルの参照，データ読出し，およ
びデータ書込みの要求に応答し，実行する機能。
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マネジメントシェルエクスプローラ

• マネジメントシェルの機能は、マネジメントシェルエクスプローラで設定。

コンポーネント
またはリソース
のプロパティを
表示コンポーネント

の構成を表示
（階層表示）

データタグリソース
の値をモニタリング

リソース一覧を
表示

(コンポーネント)

(データタグリソース)
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マネジメントシェルとＯＰＣ UAの関係

２つの関係

①OPC UAサーバとして、
アプリケーションからアクセスされる

（サブスクリプションも利用可能）

②OPC UAクライアントとして、
設備附属のOPC UAサーバを
アクセスする

（データコレクタを使用） ②

①
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ＯＰＣ ＵＡクライアントからのアクセスされる例

• ＵａＥｘｐｅｒｔからのアクセス例

コンポーネントの
構成が見える

値が見える
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ＯＰＣ UAサーバへアクセスする例

①OPC UAサーバの接続

②データタグリソースの
登録

・OPC UAデータコレクタ（三菱電機様製）の設定例
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３．ライン管理への活用事例
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活用事例概要（IIFES・Edgecrossブース展示）

A.ロボット

C.検出＆仕分け部

B.焼入れ＆加工

PLC-A社
(旧)

PLC-B社
(旧)

PLC-C社
(新)

●検証アプリが自由に使える
共通のEdgecrossが出力するデータフォーマットを作成。

＊アプリベンダの技術検証環境としてはインターネット接続を想定

D.周辺機器

PLC-D社
(新)

ミニチュア工場

アプリ層

データコレクタ

IPCs

• 開発の背景
Edgecrossのメンバーのシステム開発用の事例とする。
– IIFESにてメンバーのデモンストレーションの対象とする
– IIFES後は常時利用できるシステム環境とする
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データコレクタ：EIP

IPC-ｺﾝﾃｯｸ社製

PLC-オムロン
(旧)

PLC-三菱電機
(旧)

PLC-オムロン
(新)

PLC-三菱電機
(新)

データコレクタ：OPC UA データコレクタ：SLMP

接続機-ｺﾝﾃｯｸ社製Ethernet/IP

Ethernet

SLMP

RS232C

リアルタイムデータ処理 データモデル管理

エッジアプリケーション／クラウド

OPC UA

DB

MQTT

CSV

Ether非対応のPLCからもデータを収集

Edgecrossでデータを一次処理

エッジアプリケーションI/Fを通して
エッジアプリケーション／クラウドに

連携

IIFES展 システム構成

A.ロボット C.検出＆仕分け部B.焼入れ＆加工 D.周辺機器
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ミニチュア工場の構成

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

【模擬ﾗｲﾝ構成設備】

①ロボット
②焼入れ機
③移載機
④加工機
⑤ベルトコンベヤ
⑥検査機
⑦仕分け機

全体配置

A.ロボット(①）

C.検出＆仕分け部(⑥～⑦) B.焼入れ＆加工(②～⑤)

疑似故障
発生ボタン
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システム全景（IIFES展示）
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ミニチュア工場（IIFES展示）
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OPC UAにおけるモデル（全体）
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OPC UAにおけるモデル（階層）

◆第1階層
・デモ工場

◆第2階層
・ECC商品開発支援デモライン

◆第3階層
・00_Edgecross
・01_ロボット
・02_焼入れ機
・03_移載機
・04_加工機
・05_ベルトコンベヤ
・06_検査機
・07_ストッカー

◆第4階層
・設定情報
・設備情報
・通信情報
・内部情報
・入出力情報
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ミニチュア工場IPC(Edgecross)
データモデル管理

②焼入れ機
↓

③移載機
↓

④加工機
↓

⑤ベルトコンベヤ

Edgecrossと設備、ITシステムとの連携

⑥検査機
↓

⑦ストッカー

①ロボット

・ライン制御はマネージメントシェル(OPC UAサーバ)経由で実施
（OPC UAサーバに関するライブラリが完備されていることから、Pythonで記述）

・ワークデータはワークと共に装置間を流れる

IT
システム

ライン
管理
(エッジ
アプリ)

ﾘｿｰｽ

ﾘｿｰｽ

ﾘｿｰｽ

ﾘｿｰｽ

ﾘｿｰｽ

ﾘｿｰｽ

ﾘｿｰｽ

ﾘｿｰｽ

IT
システム

・
・
・

・
・
・
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４．KPIおよびCPS（Cyber Physical System)への活用事例

（Industrial Automation Forum：IAFによる事例）
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•活動目的
–時代の変化に適合した製造業のユーザビジョンの実現を目指す。また、オートメーションに係わるユーザ
ニーズの発掘、定義を行う。

–ユーザビジョンを実現するために、情報化・高度化技術の調査・研究・開発・標準化・普及を支援する。
–情報化・高度化技術分野における個々の活動(団体)との連携・統合、情報の共有を目指し、内外の関係機
関(団体)との協働を行う。

•主な活動分野
–制御層情報連携意見交換会（ CLiC ）：

工場の実行層以下のレイヤーにおける標準化に、モデルベースで挑戦する活動

– ia-cloudプロジェクト：
Web・クラウドを中心に、アドホックに工場の情報化に関するデファクト標準を積み上げる活動

•本システム構築の目的
– KPIに関するアセットオーナー運用、システム構築支援に関して検討

– SLKMの提案 （製造現場のIoT化/みえる化を推進する指標であり、 現場のIoT改善活動をサポートする）

–仮想ファブによる実証実験の検討

Industrial Automation Forum（IAF）とは

＊SLKM：Smart Manufacturing Kaizen Level
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実証実験システム構成

装置 台数

ワークフィーダ 1

コンベヤ 3

ロボット 2

パンチャー設備 2

全体設備構成
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• KPI(ISO 22400)とは
• 業績評価を表すために用いられる指標
• ISO 22400では、34種類の指標が定められている。
その中には、上下関係を持っているものもある。

• デモシステムにおけるKPI
デモシステムでは、OEEを算出する例を提示。

• OEE(Overall equipment effectiveness index： 総合設備効率）
OEE = 可動率× 性能 × 品質

• 下位KPI
• Availability(設備有効性)：スケジュールされた稼働時間に対する実際の稼働時間の割合

可動率 = 実働時間 / スケジュール上の時間
• Performance：生産設備の設計上の製造速度に対する実際の製造速度の比率

性能 = 実効率 / 標準効率
• Quality：生産開始した全製品数の中の良品数の割合

品質 = 良品数 / 開始生産数

KPI概要説明
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• 実機とシミュレーションの混成システム

– 実機： パンチャーシステム(x2)を、異なるベンダー製のコントローラで制御

– シミュレーション： Visual Componentsで実施。
対象は、ワーク台、コンベヤ(x3)、ロボット(x2)。

• 連携：

– スケジューラ： 製造スケジュールを生成し、マネージメントシェル経由で実機に指示。

– 実機コントローラ： 1台がライン制御を実施し、マネージメントシェル経由でシミュレータに指示。
また、２台でパンチャーシステムの制御を実施。

– シミュレータ： 実機以外の物理挙動および設備挙動をシミュレーションし、
センサ信号としてマネージメントシェル経由で実機コントローラに通知。

CPS概要説明
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• Industrial Automation Forum（IAF）で勧めているモデルベースエンジニアリングとKPIを訴求
• システム構成

– OPC UAサーバ（Edgecross）： KPI算出に必要な情報を現場から収集
– ITシステム： スケジューラ、KPI対応ソフトウェアと連携
– 制御系： 実機とエミュレータの混成システムを構築

IAFデモシステム（IIFES）

ﾊﾟｿｺﾝ
（ｸﾗｲｱﾝﾄ）

ﾊﾟｿｺﾝ
（Edgecross）

三菱電機ｼｰｹﾝｻ
ｵﾑﾛﾝPLC

ハブ

ITｼｽﾃﾑ

・APRISO

ｴｯｼﾞ処理
・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｪﾙ
（OPC UAｻｰﾊﾞ機能）

・ｼﾐｭﾚｰﾀ
（Visual Component）

現場制御
・ﾗｲﾝ制御
・模擬設備制御
・設備ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ

Ethernet
模擬設備

KPI計算

Visual
Component

OPC UA

APRISO
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実機およびシミュレータ（IIFES展示）
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KPI表示（IIFES展示）
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実機およびシミュレーションでのモデルの差異

（ｂ）シミュレータとの連携用モデル

シミュレータへの指示のみ

• 実機の場合とシミュレーションの場合で、連携の形態が異なる

（a）実機制御＆シミュレータとの連携用モデル

実機のI/Oやステート状態を連携
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１．Edgecrossとは

２．マネジメントシェルご紹介

３．ライン管理への活用事例

４．KPIとCPS活用事例

５．まとめ
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ご清聴ありがとうございました
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